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本i!，lは、平成12年度に笑施した市内遺跡詳細分布Z司王まの報
告書です。

埋蔵文化財は地域の歴史を解明する1Il:聖書な資料であり、貴

重な文化遺産として保護し、 未来へ引き継いでいかな〈では

なりません。秋岡市には、現在370箇所の組重量文化財包蔵地

が登録されておりますが、近年、宅地開発や農業基盤型車備な

どの開発事業が地加し、埋説文化財の保護が急務となってお

ります。遺跡詳細分布澗査は、それら各畿の開発事業と埋蔵

文化財保護との絢整を図るための基礎となるものです。

本報告書はその剥査結果をまとめたものであり、文化財保

護活動の啓発と普及、そして学術研究のために活用 していた

だければ挙いに存じます。

刊行にあたり、湖査にご協力いただきました関係各位の皆

織に感謝申し上げるとともに、今後とも忽蔵文化財の保護に

つきま してご理解くださいますようお闘い申し上げます。

平成13年3月

秋回市教育委員会

教育長 石黒 俊良11



例 言

1 本報告替は、市内に所従する遺跡及び遺跡折tE包j自における、開発事業などに伴い実施された平
成12年度議総絢査の輯i告書である。

2 確認調査は、 秋阻7打数千n長・員会が潟査主体となり、平成12年度図庫嫡助金並びに燃費摘助金の
交付を受けて行った。

3 市内の確認調Ji及び本書の作成は、秩田市毅育委員会文化線の安田忠市、伊麟武士、中JII宏行

が鐙当し、寺内地区の調査については秋回嫌跡調査事務所が行った。

4 出土遺物及び記録剣I主、 秋田市教育委員会が一括保存する。

5 潟3まにあたっては、文化庁記念物謀、秋田県教材庁生経学習課文化財保縫議よりご指君事をいた
だいた。

凡例

l 持図の調資位置図については、主として秩岡市官官市計画図を使用し、 ー郎事築関係で作成した

鴎簡を使用した。

2 柿図の縮尺と方位は不統ーであり、各図ごとに縮尺 ・λケールと方伎を示した。闘中の3町位は

真北を示している。

3 挿図中の記号として下犯を用いた。

トレYチーT (淘.地調理1号トレγチについては ITと表記)

グリァトーG (掬lf，1邑第1号グリ ッ争については IGと表記}

調査体制

調盗 主体 秩田市教育養員会

調査鐙当 文化課文化財偲当

調査体制 秋岡市教育委員会文化課

諜 ま是 小松正失

課長繍 佐 小関 俗笑

文化財怨当

主 席 主査 鎌 田陣.平

主 査 官E回!l;.市

主 事 (JI • 武士

主 事 中 JII :a::行
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第1奪事 業 績 要

秋図司王は、駄岡県の中央錦、日本語証に面する秋田事野に位健している。m内には1日;石船時代から
近世までの遺跡が存在しており、t武田市では、埋蔵文化財の保護と開発事業に適切に対処するため、

昭和61年から63年にかけて国庫繍助事業と して市内会繊の分布調査を実範している.その後の遺跡

の追加も含め、現在、 370箇所の遺跡が確認されている.

平成12年度は、固と県の繍助を受けて市内遺跡務細分布調査康業を実施した.事寮は燭知の埋蔵

文化財包蔵地または遺跡'f?'(fの可能性がある地紙における民間開発事業、 公共事擦や刷喝.備事業

について、事前の事割高照会と協議、現地分布調査による稽認を経て、詳細な但仰が必褒な下記の箇

所について試掘による繊忽絢査を実施した。

詳細分布調査実随一覧表

Nn 事業名・遺跡名 所夜地 事 業 ::!; 体 事業鍍要

寺内地区老人ホーム峨築工事 寺内字焼i1J
社会福祉法人教岡県厚生協

老人ホーム改築
会

2 
広蔚地区無線部地応建設工事・

広面字Kt子 東北セルラー電話株式会社
自陣柵電話m鉄犠

舷野遺跡 建設

3 住宅新築工事・#施I遺跡 太平寺庭 個人 住宅Ii!l

4 広面・柳問地区宅地遁成事業
広面字谷内佐

山王土地総式会社 宅地mJ1i
渡ほか

5 
添川地区ゴルフ布陣油成事業・

添川宇治沢 験l刊ゴルフパーク株式会社 ゴルフ唱骨造成
湯沢台牧場骨遺跡

6 
下新.長岡地11{道路建段工事・ 下新波長岡字

秋岡市道路建設課 道路IJ!設
{王手取I遺跡} 耳取

7 
下新綾西部地区圃嶋儀信事業・ 下車可駿長岡字

~岡県(j;図書章合農林事務所 -ー陣.備
(長岡遺跡} 長岡ほか

8 上新斌道川地区椋沼健lI!t工事 上新娘道川 秋[I]rfj紘務課 林道IJ!設

9 
下新域民間・中野地区道路雄官量 下新波長附 ・

fj(幽市道路建設課 滋路建設
工事 中野
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第2意調査の記録

(1) 寺内地区老人ホーム改築工事予定地(遺跡存在可能性地)

1 :層進 地 秋回市寺内宇焼山、後城地内

平成12年6月8日-6月9日2 

3 

調査期日

測量証面積 178m' (絢査対象蘭積約3.5∞m')
4 起因事業 特別養議老人ホーム高清水秀光磁改築工事

5 測査に~る経緯

社会福祉法人秋岡県厚生協会は、寺内字i院はlに所在する特別養護老人ホーム高清水秀光閣の改築

工事を計翻していることから、v:閉市教育委員会との簡で埋E童文化財に関する事前協議が行われた。

協議の結集、平成12年5月9日付けで獄図市教育委員会に唆蔵文化財事前調査の依願があった。分

衛調査の結果、隣接する遺跡や地形などからも遺跡が存在する可能性があると判断されたため、試

掘調1まを実施した。

6 立地と現況

工事予定地は、 秋闇市街地北郡の高詩聖水丘陵北西部の徳野で、筋辺ー帝は宅地化されて多くの住

宅がま重っている。日本治までは直線で約L7kmで、周辺には日本海から吹き上げられた飛砂が厚く

犠積している。絢進地の東側約100mには国指定史跡「秋開披跡」の西外事II線が位鐙している。ま

た、北西側には後減遺跡が所在し、昭和53年に発掘絢盗を実施している。

7 調査の概重要及ぴ結果

調査は、 工事予定地に造成土や飛砂が11-<堆積していることから、組3mのトレγチを9街所設

定してパックホーにより試掘し、遺機 ・遺物の有無について確認した。

調査地の層序は、位置によりやや異なり、西側{第1号~第3号 トレγチ)は、 第I層階褐色砂貧

土(袈土 .f110cm)、第11庖 E音質褐色砂(造成土 ・2m以上)である。湾側i!!i寄り(第4号~第7号

トレゾチ〉は、第I.F，'//褐色土(造成土 ・10-2Ocm)、第11層階資事島色砂(造成土 ・50-6Ocm)、第

皿腐得色土(造成土・ L5m以上)である。南側j中央の第8-1}トレYチは、第I層階栂色砂質土(造

成土 ・60-13Ocm)、第IJA雪然掲色砂質土(旧表土 ・約40cm)、第四)唐崎策得色砂質土(1m 以上)

であり、南側東寄りの第9号 トレYチIi.、第1J層黛色土(造成土 ・約25cm)、第IJ熔陥賀補色砂

貧土(約L6m)、郷田唐 黒褐色砂質土{旧表土 ・約25cm)、第W磨暗賀補色砂(1m 以上)である。

土層の鋭祭から、絢査地街側の1日地形は東から商に向かって傾斜しており、乳児院建設の造成時に

大賞の土砂を盛土したものと考えられる。

調査の結果、第1号~第7号トレンチでは造成土が厚〈堆積しているが、遺構や遺物包会婦は噸i

認されなかった。一方、第8号 ・第9号トレYチでは、造成土の下にわずかながらl日淡土である黒

褐色砂腐が確認され、この下層に飛砂層蘭がF.{.く堆積しているが、やはり遺械や遺物包含庖はlii1認

されなかった。

以上のことから、調査地では遺構、漬物1i.lii1認されず、 遺跡は存者Eしないものと判断した。

- 3 -



辻
v 三/

図2 寺内地区老人ホーム改築工事予定地調査位鐙図
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(2) 蛇野遺跡 {広面地区無線基地周建設工事予定地)

調査地 秋岡市広郡宇:挽子78-23

2 調査期i日 平成12年6JW臼

3 調査前般 44.25m'(調資対象面積約249.901')

4 起凶事業 無線1在地局新設(鉄答建設}工事

5 調笈に至る緩総

東北セルラー電話ι株式会社は、舵野遺跡が所在する秋関市広而手'1世子の丘陵上に無線基地局建設

(斜，l'o'建設)工事を予定していることから事前協議があり、平成121f.6月6日付けで秋倒市教育委

員会に健蔵文化財事前調査の依頼および捜蔵文化財発織の届出(文化財保議法57条 2~再 1 ~員)があっ

た。これを受けて、救関市教育委員会は分布湖査による現況の般認と試織によるt毒劇確認調査を笑
施した。

6 立地と現IR

工事:予定地は、 fA闇市街地の北東側、手形山南の手形山台地 (通称推古山)南側の平坦地で、係

部SOm前後の地点、である。現況は畑地である。周辺からは石総 ・赤褐色土器が係集され、また、駿

控室の土匁 ・2楓などもm'li認されている縄文時代、完走良時代、平安時代、中世の被合遺跡(蛇聖子遺跡)

である。

7 調賓の概主要及び結集

誠査は、工事予定地lこ東西方lulに平行する形で幅J.5mのトレゾチを 2本を設定して、パックホー

により試織し、遺構・i監物の有無について犠iij!.した。

吉司王五地の基本暦序は、第I層階倒色土(表土 ・30-4Ocm)、第11層階補色土と明褐色結土の

混じり(拘sの造成土 ・10-20cm)、第四層明事目色T占土 ・明演褐色給土(.ItI!山)である。

潟3草地全体をj:jlf平して畑地としたと考えられ、 遺物包含層は確認されず、 地~IJ弱から進鱗も検出

されなかった。また、遺物も発見きれなかった。

籾Zまの結果、遺憾 ・遺物は発見されず、調査地内の発E程調査は必要ないものと判断した。

図3 蛇野遺跡錫釜位溢図

- 5 -



(3) 寺庇I遺跡{太平等縫地区住宅新築工事予定地)

I 調 1草 地 秋関市太平寺~等:寺庭157- 3 

2 調査期日 平成12年9月 1日

3 調査繭積 27.2m' (純資対象面積約298.15mう

4 起図事業 住宅新築工事

5 調査に至る緩総

E大関市太平~~字二年庭の他人より 、 寺縫 i 遺跡が所在する紋悶市太平寺Eまの台地東側に住宅新築

工事を干定していることから準高Ij協議があり、平成12年8月24日付Iずで秋田市教育委員会に腹蔵文

化財事前調査の依頼および纏統文化財発械の応出{文化財保護法57条2第 J~買)があった。 これを

受けて、tk関市教育委員会は分布絢2まによる現況確認と試掘による簡閲確認、調査を実施した。

6 立地と現況

工事予定地は、E土問市街地の東側、太平川お岸のf可際段丘上、羽黒山丘陵南東側の平坦地で、標

高30m前後の地点である。現況は畑地である。 周辺の段丘は縄文土音量 ・石骨量が採集されている縄文

時代の遺跡 (寺鐙 l遺跡)である。

7 ~開資の概要及び結果

調ままは、東磁約16.8m、南北約10mの方形を呈する工事予定地t二、東西方向に平行するj移で綴 I

mの トレンチを3本を設定し、パ yタオミーにより試彼し、iZ機 .，書物の有紙について線認した。

潟3聖地のまま水層J序は、第I層階褐色土(安土 ・30-4Ocm)、第Ill;ii階褐色土と明:渇色結土の

混合{漸移層 ・15-20cm)、第阻層別賞4目色紡土(地1.11)である。

潟3草地全体が削平されて以来畑地となっていると考えられ、.iit物包含熔Jio1t認されず、地山而.に

もi置構1;1:確認されなかった。また、i監物も発見されなかった。

2時1J.の結娘、i章構・i宜物は発見されず、籾1草地内の発』層調;斉

1 : 2500 

図4 寺院 1遺跡謡番柿 稽留l
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(4) 広蘭・柳岡地区宅地造成事業予定地 {遺跡存在可能性地}

1 調 責処秩回市広蘭字谷内佐渡、字廃園、衡問字川崎砲内

平成12年9月27口-9月初円2 

3 

調査期日

調査面積 406. 3m' (調査対象蘭積 約86.354.14m') 

4 起因事業 大学病院東地区土地区栖型車足事業(宅地造成事業〉

5 測量Eに?eる縦線

山:E上地株式会社t主、秋倒市広前1宇:谷|均佐渡、'Nti問、柳田字川崎に宅地造成を予定しているこ
とから、 tk岡市教育委員会との問で開発に伴う事前協謙が行われた。協議の結果、平成12年8月17
悶付けで紋関市教育委員会に埋蔵文化財事前倒貨の依頼があった。

分布調査による現況磁認の鉱泉、事業予定砲は周辺に遺跡が存在することや地形等から遺跡存雀

の可能性があると判断されたため、試掘調1fをE健施した。

6 立地と現況

事費陸予定血監は、秋朗市街地の北東側、太平川中流お停の自然重量妨縁辺留からその西側かけて広が

る秋田低地であり 、傑高約10mの沖積地である。 現況は水飼である。 周辺の太平川ti:~には佐渡繍

1遺跡 {縄文・ 平安時代)、佐渡織n遺跡(奈良 ・平安時代)、佐渡織田遺跡 (縄文 ・療良 ・平安
時代)などが所在していることから、太平川の自然縄防縁辺書官や周辺の微潟地に遺跡が符復する可

能性がある地域である。

7 測量置の傷要及び給果

調査は、事業守'lI:地に絹】.7mのトレ γ惨を12本設定し、バァタホーにより試指し、遣制時・ J!物

の.f:j費量について綴認した。

調査地の基本局序は、第I屠 黒総色上 (勝作上 ・3(ト4Ocm)、第日局総灰色土 {水回治成土・

10-ぬcm)、第四膚 灰褐色土(水回造成土 ・2O-4Ocm)、第Nfig黒褐色土 ・相直物遺体混じり

(自然地主積層・ 10-筑lcm)、第V層育灰色シルト(亀山 ・20cm以上)である。

;nrno黒僑色土 ・敏物遺体混じり胞の機績は、 2蝿査地東側の一銭のみでiI飽きれ、それ以外は
i直後地山の背灰色シル ト層となっており、調査地は低温地及び沼地であったと考えられる。また、

徹灰色土は調査地南側のみで確認され、段階的な水III造成が行われた可能性が考えられる。

制íi.の結集、jJt:構 ・遺物包含Jlm確~きれなかったが、調査地東側の水田造成土から土師保Jî' . 

須:m骨片が近現代の陶磁器片と共に出土した。それらの111土1註はわずかであり、出土縛{立やω土状
況tl.どから、岡高島型車備自寺の土砂採取時または場め立て逃成に伴い混入したものと判断した。

純資の結集、調査地では遺物包含胞や遺憐は舗認されず、遺跡は存在しないものと判断 した。

ー7-



"
一
川
町

竺ヨ
官百σ九

図

0
1
l
E
置位査鋼地定予幽罰事成進地宅区地図柳面広

v 

筒5

8 



鋼蜜虫色全景

M7号トレンチ調査状況

M9号トレンチ調査状況

写真2
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(5) 湯沢台牧場遺跡(添川地区ゴルフ場造成事業予定地)

1 a肩査地獄図市添JII字湯沢25-1他

2 調査期日 平成12年11月14日-11月16日

3 調査部繍 947.4m'(潟査対象菌績約40.0∞m')
4 起悶事業 ゴルフ場造成事業

5 調査に歪る経緯

秋田ゴルフパーク株式会社は、話通沢台牧場遺跡が所在する秋悶m添川字湯沢の台地にゴル7当時造
成事業を予定していることから、秋田市教育委員会との問で開発に伴う事前協議が行われた。協議

の結果、平成12年11月7日付けで秋悶市教育委員会に穆蔵文化財事前絢査の依頼および組員直文化財

発織の届出(文化財保護法57条2t宮1項)があった。これを受けて、秋岡市教育委員会は分布調貨

による現況確認と試婦による範関i1ti'Jl調査を笑絡した。

6 立地と現況

事業予定地は、秋関市街地の北東側、旭川省岸のよ新総丘陵部及びその街側の台地で、線高90m

から100mの地点である。周辺は縄文土怨片が傑集される縄文時代の遺跡 (湯沢台牧編遺跡)であ

る。かつては牧場が営まれていたが、現複は荒地と原野となっている。

7 調査の概要及び結果

事業予定地のうち、周知の遺跡範閣内である南半の台地西部分ついては、東西方向に偏1.6mのト

レソチをU:(第1号~第3号 トレンチ)、幅2mのトレソチ 1本(第4号 トレγチ)を設定して

パックホーにより試掘し、遺機 ・遺物の宥無および遺跡の範閉確認絢査を行った。また、北司王の丘

陵側部分については、分布調査の結果に基づき、 i量物が採集された筒腕に東西10回、 wi北14mのグ

リッド(第1号グリッド)を設定して人力により試掘し、確認潟査を行った。

調査地の是正本属降;は、第I層黒字晶色土(表土 ・10-20cm)、第IIR雪踏褐色土と明褐色粕土の

混合{造成土 ・ 20-創)Cm) 、郷田層明事責錫色粘土 ・ 浅横色粘土{地山)である。南~については、

l白地形を反映し、 全体に東側で自11.1flm:合いが大きく、西側に行くに従い治成土が厚くなる状況が線

認された。第2号 トレンチ商根gでは、造成土下に植物遺体の混入する黒潟色土と灰潟色土の堆績が

認められ、西~Iから東側に入る沢状の旧地形が硲認された。

第 1~手ト レ ゾチ西側では、池山粘土層及びその直上の造成土下履から、 石器の事l片が出土したた

め、 トレγチを南北に7m、東西に12m主主張した。精査の結巣、地山粘土E書簡及び紡土属中に石器

製作時の剥片が出土した。遺物及び検出層伎などから、 18:石器時代の生活商が巡存していると判断

され、遺物出土状況から遺存事車問は遺物集中地点を中心に箆径約30mの範聞と考えられる。

南側平場部のその他の部分については、全体が削平後造成されていると考えられ、遺構 ・1置物包

含月号l;t確認されなかった。宮た、 i置物も発見されなかった。

北半については、第l号グリ ッド付近は表土が削平されていることから、直接傾斜した地山総土

腐簡を精3ました。稿1fの結果、明貨褐色池山粘土居から石器の剥片が出土し、18石器時代の遺物を

包含する土層がi宜存していると判断した。造物出土状況から、 i宜存範聞はi監物集中地点を中心に直

芸品約30mの範鴎と考えられる。

調査の結果、事業予定地内において旧石器時代遺跡の存在が確認されたことから、事業主と甥蔵

文化財保護に関する協議を行い、第1号 トレγチ衛官自l及び第1号グリ ァド周辺については、計商事E

-10 -



更により盛士保存することとし、合elこ基づき側発事業申請及び工事実梅設計が変裂され、造成工
事に際して工事立会を行うこととなった。

⑧ 

‘-

。 1 : 2似)0 100m 

図6 渇沢台牧11遺跡調査位置図
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調査地南側全鰻

第2号トレンチ調査状況

第 1号卜レンチ西側

右告書剥片出土地点

写真3



第 1号トレンチ西側
石器剥片出土状況

第1~苦グリ ッド概査状況

出主遺物

(石器剥片)

写真4
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(6) 下新城長岡地区道路建殺工事予定地(耳取I遺跡)

1 調査地 秋田市下新波長側字奪取地内

2 調査期日 平成12年11月21日-11月22日

3 調査蘭積9Om' (調3空対象面積約1，825m')

4 起因事業 緊急地方道路猿備事諸島道路改良工事(市縫飯島金足線建設)

5 剥査に歪る経緯

f大田市建設部道路建綾事震は、付近に遺跡地t所在する下新総長向字耳取地内に道路建設工事を予定

していることから、秋岡市教育委員会との問で事前協議が行われた。協議の結果、平成12年11月2

日付けで獄図布教育委員会に思議文化財事前調査の依頼があった。

分布絢1まによる現況確認の結泉、工事予定地のー湖1で遺物が採集され、地形等からも遺跡存在の

可能性があると判断されたため、 ~i届調査を実施した。

6 立地と現況

工事予定地は、私関市の北部に位低する金足の小泉潟(女務)筒.Ii!.付近で、標高9mから18mの

地点である。現況は山林 ・荒地 ・宅地 ・氷闘である。周辺には弥生土器が採集されている耳取 I遺

跡や潟向血遺跡(弥生時代)、縄文士宮署が採集されている耳取Il遺跡(織文時代}が所在している。

7 調査の槻要及び結果

調jlIi也は、 分布調査の結集に基づき、工事予定地のうち泌物が録集された耳取1;宜跡に近畿する

小丘陵を対象とした。

絢査は、向。τlア・土取りなどを受けていない北側斜面に東西方向に桶1.2mのトレ γチを2本、編

1.5mのトレゾチを 1木、また、斜Miに沿って蹴北方向に編1.2mの トレンチを 1本設定して、パ y

oホーと入力により試織し、 逸機・遺物の有無について線認した。

t調査地のli主主腐序は、第 1Ji!l J音寺品色土{表土 ・1O~20cm) 、第 日府 泉鶴色土(遺物包含J脅 ・

lS-35c.mJ、第四層階褐色砂(造物包含J層 ・15-40cm)、第W腐葉硲色砂(地111飛砂熔}であ

る。

潟1まの結果、 i宜t，'lilま検出されなかったが、;gnp.普及び第m;wから縄文土器J.-と弥生土器片が出土
し、斜面に遺物包含!層がi世存していると判断した。遺物のtI:l土産は少なく 、通E物出土状況もまばら

であることから、遺跡の中心はすでに土取りで消滅した丘陵南側及び南東側に近接する耳取]遺跡

と考えられ、北側の斜簡には当時の生活に伴う遺物が混入する包含矯がヱ次的に堆厳したものと考

えられる。出土遺物の時期等から、周知!のj君跡である耳取 I遺跡の範聞が北西側に広がったものと

判断した。

鵡1i地は年度内の工事実施となったため、事業主は秋田県教育委員会への埋絞文化財発婦の属出

(文化財保護法57条35宮1項)を行い、それに伴う通知の指示により、 駄目1市教育餐員会が造成工

事的に造物の包含状況等の磁認のために工事立会を実施した。工事立会ではよ量備は舷認されず、 i置

物を少f量採集したにとどまった。
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図7 耳取 I遺跡調査位億図 (1) 

箇8 裏取 1遺跡調査位置図 (2)
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調査地全景

第 1号トレンチ調査状況

hj| 
出土遺物

(縄文土縫)

写真5
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(7 ) 下新械西部地区踊場豊臣備事業予定地(長岡遺跡)

1 調査地 秋田市干司新波長鈎・脊崎・小友地内

2 調査期日 平成12~11月 28日 -12月 2 日 ・ 12月 25 日

3 剣査街積 2.568.60m' (純資対象商積約608，∞Om')
4 起因事業 下新~西部地区担い手育成基豊11宣備事業(闇場整備事業)

5 調査に至る経線

毛主岡県秋閉総合m，株事務所は、下新成西部地区一務(下新成長関 ・青崎 ・4、友 ・岩城・笠岡 ・中

野)の水田に娘い手育成法敏設備事業として大規模な臨場銘{怖を干定していることから、秋悶市教

育3善良会との問で事前協議が行われた。協議の結果、平成12年10月30日付けで秩l羽市教育委員会に

浸蔵文化財の事前調査の依頼があった。

分布潟査による現況確認の紡来、事業予定地は周辺に遺跡が存在することや地形等からi置跡存在

の可能性があると判断さ:れたため、試掘潟査を袋路した。

6 立l@!と現況

事業予定地は、秋田市の北部に位俊し、秋岡平野北郷(新威川低地)を東から西tこ縦れる新滅川

中流域北側の沖積地である。現況は水悶である。

事業予定地の東部には蚕沢遺跡(縄文・奈良 ・平安時代)、塩附沢遺跡;(奈良 ・平安時代)、羽

田台ll，宜跡{奈良 ・不安時代)が近接し、また商都に，.1:.長肉遺跡{奈良 ・平安時代)、熊野田遺跡

(縄文 ・奈良 ・平安時代}が近接し、周知の遺跡の多い地区である。

7 調査の続要及び結梨

潟貨は、平成11年に事前調査を行った地l孟を境として、大きく東部地区と首都地区に分けて行っ

た。事業予定地に対して策磁方向に、偏1.8m、長さ 5-IQmの トレソヲーを東部地区に15'転、西部

地区に34本の討49本を設定し、パックホーによって試掘し、進機 ・遺物の有熊について確認した。

なお、2珂2ま対象地が広犠であることから、特に周知の遺跡:に近接する部分については トレンチ数を

増やして対応した。

調森地の基本層Ifは、第I!曹日吉渇色土 (耕作土 ・15-2Ocm)、第11)曹褐灰色土または灰褐色

土{造成;土 ・25-55cm)である。最下層である郷田患の地山については場所により異なっていた。

西側 と策1lI!Jの丘陵辺縁部に近い第 1 号-12号トレソチ、第17号-18号 ト レゾチ、 mZ4号~27号トレ

ソチ付近では育灰色鮎土であり、それ以外の陶寄りの各トレゾチでは、黒褐色他物遺体J層であるこ

とから、丘陵縁辺部に近い所は徹潟地で、南側は低湿地・湖沼の広がηといった旧地形が確認され

た。なお、第日経の造成土除、昭和25:1fl;i'iに行われた鶴場整備の際の造成土と考えられる。

調1まの結果、西側丘陵縁辺部に近い~16 ・ 24A ・ B . C ・ 0、 25B ・ C . 27(西側)号トレγチでは、

第IIJ冒と綬下熔の地山粘土の問に第m府として5-25cmの泉補色土の造物包含暦が確認された。

遺物包含R脅からは多量の土師器 ・ 赤褐色土器 ・ 者'i~豆諸片が出土したG 宮た 、 m24C ・ 25C ・ 26号ト

レソチからは、地山耐よりi童橋と して土坑 ・溝緋 ・柱穴が検出された。遺物包含腐を及び遺書障が確

認されたm26号 トレンチ部分は、旧地形では低湿地に張り出した徴高地であったと考えられ、昭和

25年頃に行われた関場箆織の際に一部削平きれたと考えられる。この部分I主、出土J置物や地形等か

ら、近接する 「長岡浩監事」の帯電樹が広がったものと判断した。

なお、東部地区の第2・6・7・10号 トレYチでは少量の土防音量 ・赤褐色土骨量片が出土したが、

-17-
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1 : 40∞10伽
J 下新城西部地区踊場建傷事業予定地

調査位鑑図 (2)図10
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第11腐の造成土からの出土であり、造成o寺に二次的に混入したと考えられる。
i周炎結果に越づき、事業4'とffilj主文化財保殺に関する協議を行い、長|瑚遺跡のJょが勺が確認され

た範創 (3，200m')のう ち陶担1)については磁土保存することとし、やむをえず工事により削平を受

ける北側の2，200mヨと南側l水路部分の650m'の言十2，850m'については本絢貨を突晶iして遺跡を記録保

存することとした。本調査は平成13年度に~bÍ!1する予定である。

調査地調査状況

第26号トレンチ調査状況

第25号 トレンチ遺構(土坑}検出状況

第24C号トレンチ遺物出土状況

Jγ
品川
市
消

第24C号トレンチ遺物出土状況(鉱大)

‘' 
出土遺物 (須恵器・ 土師緒。罪褐色土器)

写真6
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(8) 上新減道川地区林道建設工事予定地 (遺跡存在可能性地)

1 i1蝿資 地 秋国市上新娘道川地内

平成12年1 2月 5 日 ~12月 7 日2 

3 

調査期日

調査磁積 62.が{調査対象而節約7，400m勺

4 起因事業 ふるさと林道緊急犠術事業林道 「愛染線J主主設工事

5 調査に叢る縫総

秋関市縫抹fflI林務課t主、ふるさと林道総急鐙備事業として上新並立道州地内の山林に休道徳設工事

を予定していることから、秋則前教育餐員会との問で事前協議が行われた。 l払議のt古来、 平成12年
11月16日付けで秋悶市教育委員会に埋波文化財の事前潟ままの依頼があったe

分布alHまによる現況継認の紡然、工事予定地の一部については、周辺に滋糊:が.(f(;jーすることや地

形勢からill跡存在のロj能性があると判断されたため、試椴調査を実施した。

6 立地と現況

工事予定地I主、が;匝riliの北部、上新城地区を流れる新城川の支流である道川右首まのよ新総丘陵凶

側斜I而である。現況は山林 ・波地である。周辺には牛沢遺跡 (奈良 ・平安時代)、mn遺跡 (奈良・
平安時代)が所復している。

7 調査の綴袈&ぴ結集

工事予定胞のうち、t苦悩lの台地1止になっている平坦部分を中心Ic9r.i1 mのトレソチを5本設定し

て、入力により試織し、 i置隊 ・i立物の有無についてi議終した。

純資地の1基本属序は、 西干寄りのほい依鐙にあたる第 1 号 ト レンチで、 U~] 1習附褐色土(表土・約

3Ocm)、第11庖賞品品色結土と炭化物が君主入した補色土 (11]畑地造成土 ・25-50cm)である。地

山i主東部と西部が前倒色紡土、中央部が尽翁色土のスクモ療であることから、 l白地形は中央部が沢

J 
>，巴3

，<、

" 

図11 上新織選川地区林道建殻工事予定地調査位置図
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I也になっていたことが確認された。東寄りのー段潟い丘陵側の第2号--5号 トレゾチは、第I隠

1暗潟色上(袋土 ・ 20~25cm ) 、 第 11鰐黒褐色土(自然土佐税局 ・ 15~25cm) 、 若宮{日!穏資総色粘土

(封!!Ill)である。jfi物包含届は確認されず、地I.IJ聞にもi童l高は確認されなかった。また、遺物も発

見されなかった。

剥3年の結果、剥資地ではi宜燐 .)量物は先見されず、i茸跡は存在しないものと判断した。

色町戸蜘~-

調査地全景

.-‘曹、.fh

第5号 トレンチ調査状況

写真7
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(9) 下新城長|同 .'1'野地区道路建設工事予定地 (迫跡存在可能性地)

調 t草地 秋IlJ，Ii ~新峨Jミ|珂字E然谷1也、 ド新峨中野';:限磁J也内

2 剥脊期日 平成12{1'12)] 11臼

3 調査面積 202.5，げ (凋資対象磁積約19，∞0，が)

4 起因司E3陸 軍t色、地Hj{[路盤備事業道路改良玉、1.(oIi遮飯島金足線}

5 調査に~る経絡

秋田市鐙設認道JM!.ll諜U.‘付近に遺跡が所住する・F胃1域長~+毛集谷地及び下相ibi:中野字医長草

地内に道路建設工事を f'，包していることから、秋田，111，(ff ~ 員会との悶で事前I品白院がlTわれた。協
"曜の給!島、平成1ロ2正年ドlは2)月HIlt付fけで干秋式凹市
分内印Ial絢時i盆主による事税L況純』認Eのs釘紡if古'り;J釆E、工事n主I自については、周辺i滋置B跡事のt仔ft配Eやt弘~j地山"!{.坤か、ら i治f宜I跡存柏恥令

の可自能E件

6 立j地邑と現況

1:事予定地は、紋似市の北側、f主回平野北部{新岐川依t芭】を東から釣にU量れる精峻JII中波域北
側のi'I't書地で、標高約 9mの勉~である。現況は*1lIである 潟辺には、乳ftJt飾{奈良 ・平安吟

II:l、嶋下り遺跡 (~Jミ ・ 干安時代}が所復している。

7 調査の概E星放ぴ紡よI!

品開査は、 事業，.百::.II!!~bまに l材 Ithr句に綴1 .5mのトレン引を 8 本設返して 、 パノクホーにより試

蝋 し、通~I茸 ・ i宜物の lo1!'(について線認調査を行った

拘丘地の基本桝昨:は. ~n 1 照褐色土 f修作土 ・ 15、 2~ml 、第 IJ )冒民俗色上{造成士 ・ 15司、

~m) 、第邸層司å!反色 1: (l!1i4(土 ・3O-6Ocm 、 ヰl lV腐黒褐色土 ・ 憾均虚偽令ill じり{白書主権~

R書)、第VR事灰白色I¥Uょ{地山)である。第5I}トレンチ周辺のみ旧地形が徴白地であったこと
から、第JI層筒ぬ色砂賞1:(造成t・2O-25crn)、可lmm渇灰色土 <A成+・0-40cm)、第
W府県総色砂質 I~ ・ 刷物j車体混じり{自然t並積純} 、tA V 府資事目色砂(地山崎妙仲.1)である。 jlî

物包合府t主篠認されず、Jl!!llliTlIにもi量械は確認されなかった また 、 遺物も~はきれなかった。

調在の錯来、i世情 ...tl4同りは発見されず、 j置f，l;I;J:ft・IIしないものと判断した

北側調査地全景

Z;I 

l! 2~ トレンチ揚査状況

写真8
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所
北線 東経 調査則的

(m') 
調 査 岬: 図

所収遺跡'" 在 地 m町 e普通1I・f・9
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H抄 却秒
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お抄 s6砂

半議ぜAf品{宇芝議ほか
39度 140度 2()(国1128-
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